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公益社団法人 北海道臨床工学技士会

 会長 大 宮 裕 樹

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

昨年 6 月の総会を終え第 4 期役員、委員会の皆様と事業を執行してきました。当会で一番

大きな事業であります、第 27 回北海道臨床工学会も盛会に終えることができ、会員の皆様、

関係者の皆様にはこの場を借りて、改めて御礼申しあげます。 

昨年は北海道経済産業局より北海道の医工連携として医療産業へ参入を考える企業への広

報推進がはじまりました。我々臨床工学技士が参入企業と連携をすることにより、地域企業

の活性と臨床工学技士の認知向上が期待されます。現在、北海道医療機器関連産業ネットワ

ークが構築され準備がはじまったところであり今後の活動が期待されるところとなりまし

た。当会としましてもそのネットワークと連携をしまして北海道の医工連携の立ち上げに一

役買えたらと思っております。 

近年専門認定が各学会で立ち上がることにより、臨床工学技士の高い専門性が求められる

ようになりました。日本臨床工学技士会においても今年新たに手術室関連業務の認定もはじ

まります。認定士を取得するためには北海道という地は非常に時間も費用もかかることから、

取得も維持も大変なところもあります。取得単位に関しましては当会の事業に単位付与をし

ていただき少しでも皆様のお役に立てるよう考えております。 

今後は北海道内でも地域差が無くなるような事業展開も考えておりますので会員の皆様に

おきましては、今後とも当会活動に対しましてご理解とご協力頂ければと思っております。 

 年の初めに、会員各位のご理解とご協力をお願いするとともに、ご健勝とご多幸をお祈り

して、新年のご挨拶とさせていただきます。 
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◆RM ニュース◆

<シリンジポンプ誤設定投与に警鐘>

 

日本医療機能評価機構は 10 月 17 日、医療

安全情報 119 号を公開し、シリンジポンプの

薬剤量や溶液量の設定間違いについて注意喚

起を行った。設定間違いにより、誤った流量

で薬剤を投与した事例が、2013 年 1 月 1 日-

16 年 8 月 31 日の間に 3 件報告されていると

いう。シリンジポンプは薬剤量や溶液量など

を入力すると、流量が自動で換算されるが、

入力を間違えると設定上誤った濃度となり、

意図しない流量で薬剤が投与されてしまう。

薬剤量をひと桁少なく誤入力した事例では、

予定されていた濃度の 10 分の 1 の濃度に設定

され、予定の 10 倍に換算された流量で投与開

始。この事例では投与開始 3 分後に、誤りに

気づいて投与を中止したという。 

北海道臨床工学技士会の公益事業推進委員会

の活動が北海道医療新聞に掲載されました。 

記事には、北海道臨床工学技士会が、公益社

団法人化を契機に 2011 年 1 月スタートした

AED 日常点検講習会の実施回数が 6 年間で 60

回となったことが紹介されています。 

～以下、記事より抜粋～ 

講習会は公益事業推進委員会の委員と会員サ

ポーターがボランティアで実施。1 時間程度の

講習会では AED の日常点検やメンテナンス方

法、トレーナー装置を活用した正常・異常の見

分け方等を説明。臨床工学技士の役割をアピー

ルし、知名度向上も図っている。 

口コミで評判が広がり、これまでに札幌、千

歳、恵庭、北広島、函館、旭川、苫小牧、清

水、釧路、網走の各市町で開催。道庁や小学校

をはじめ、専門学校、医療機関、介護保険施

設、ホテル、建設会社、タクシー会社といった

さまざまな事務所からも依頼を受けた。研修終

了後、各事業所から「日常点検の頻度が増し

た」「インジケータの確認、ラベルの設置、交

換期限の確認をチェックするようになった」

と、効果を上げている。 

また、「AED を用いた BLS も一緒に教えて

ほしい」という声も。「パッドを胸に貼る際、

服を切っても良いか」「胸毛が濃い場合でも大

丈夫か」「女性に配慮すべき点は」といった質

問に対しては人命救助を最優先に、はさみやシ

ェーバーを事前に用意することや女性への処置

時はタオルで隠すようにアドバイスしている。

口頭だけではなく、実際に AED 使用をレク

チャーするため、メンバーらは日本 ACLS 協

会の医療関係者向けトレーニングコースを受

講。知識と技術を身に付けた上で、対応してい

く準備を進めており、一部の講習会では修了者

による直接指導も始めた。 

担当理事の橋本佳苗副会長は「日常点検に

とどまらず、実際の使用方法も指導できる体

制を整え、AED を効果的に活用してもらいた

い」と張り切っている。 
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また、別の事例では、溶液量に予定より 5

倍の値を誤入力し、実際の 5 分の 1 の濃度に

設定され、予定の 5 倍の流量で投与されてし

まった。この事例では、シリンジポンプに表

示された流量を、投与前に確認しなかったこ

とが原因だという。 

同機構の総合評価部会は、シリンジポンプ

の設定間違いを防ぐため、投与開始直前に設

定した薬剤量や溶液量を確認するよう呼びか

けている。 

2016 年 10 月 24 日（月）配信

日本医療安全調査機構 

<看護師が離床センサー 
作動させず、患者重症> 

 

兵庫県は 25 日、県内の病院で 9 月、入院中

の 90 代女性のベッドに取り付けた離床センサ

ーを、女性看護師が作動させなかったため、

女性が転倒して左脚を骨折する重傷を負っ

た、と発表した。 

県によると、離床センサーはベッドから起

き上がるなどすれば、看護師にアラームで知

らせる仕組み。 

9 月 28 日午後 2 時半ごろ、白内障手術のた

め入院中の女性が、ナースコールで看護師を

呼んでトイレに行った際、看護師がセンサー

を切った。看護師は、女性とベッドに戻って

からセンサーの設定を変えたが、作動状況を

確認せず、約 1 時間半後、女性が一人でトイ

レに行こうとして転倒したという。 

2016 年 11 月 28 日（月）配信神戸新聞

の高い患者ではなく、別の患者を選ぶミスが

3 件あったと発表した。長期間移植を待って

いた患者 2 人が手術を受けられず、うち 1 人

は 2 回の機会を逃していた。 

心臓移植で選定の誤りは初めて。移植ネッ

トは患者の検索システムによる待機日数の計

算違いが原因としているが、患者の生命に関

わりかねないミス。記者会見した理事長は

「社会の信頼を損なう事態となり、深くおわ

びしたい」と謝罪した。 

厚生労働省は、移植ネットにシステムの利

用中止を指示、当面は患者の選定を複数の職

員が手作業で実施するよう求めた。移植ネッ

トは「選定に大きな影響がないように努め

る」としている。 

移植ネットによると、この患者 2 人は現在

も心臓移植を待っており、待機日数は千日を

超える。 

移植ネットは 2014～15 年にも腎臓の脳死

移植で選定ミスが相次ぎ、昨年 10 月に新しい

検索システムを導入。患者の年齢や血液型、

待機日数などを登録し、脳死者が出たときに

優先度を判断して選ぶ仕組みだった。 

ところが患者の容体などの情報を修正する

と、待機日数が実際より長く計算されてしま

うプログラムの誤りがあった。このため本来

受ける患者より、待機日数の短い患者が先に

移植を受けた。 

今月 26 日の脳死移植で心臓移植を予定され

た大阪大病院が、優先順位が高い患者が選ば

れていないことに気付き発覚。昨年 10 月以降

に実施された脳死移植 20 件について調べ、3

件の誤りが判明した。肝臓や肺などの別の臓

器は異なるプログラムのためミスは見つかっ

ていないという。 

移植ネットは腎臓での選定ミスの際に、再

発防止のために組織体制を見直し、幹部が交

代していた。 

2017 年 1 月 30 日（月）配信共同通信社

<脳死の心臓移植に選定ミス 
優先患者２人受けられず 

    臓器ネット、計算に誤り> 

 

日本臓器移植ネットワークは 27 日、昨年

10 月から今年 1 月にかけて実施した脳死での

心臓移植で、本来移植を受けるはずだった優
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下記に示すセミナー、学会等が開催されま

す。皆様多数の参加をお願いいたします。詳細

は公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホー

ムページまたは各記載の web サイトをご覧く

ださい。 

****************************************** 

2017 年 2 月 26 日（日） 

「第 11 回卒後教育セミナー」 
 会場 ムトウ本社 6 階会議室 

http://hcea.umin.ac.jp/index2.html 

****************************************** 

2017 年 3 月 7 日（火） 

「医療機器開発・事業化支援セミナー及び

医工連携事業化推進事業公募説明会」 
 会場 京王プラザホテル札幌 B1 

           プラザホール 

http://www.hkd.meti.go.jp/hokio/20170210/i

ndex.htm 

****************************************** 

2017 年 3 月 9 日（木）～3 月 11 日（土） 

「第44回日本集中治療医学会学術集会」 
会場 ロイトン札幌 

さっぽろ芸文館 

  札幌市教育文化会館 

http://44jsicm.gakkai.me/ 
****************************************** 

2017 年 3 月 22 日（水） 

「平成 28 年度 MDIC 更新ポイント 
取得セミナー」 

 会場 北海道経済センター8 階 

http://www.jsmi.gr.jp/seminar/subject/ 

****************************************** 

2017 年 5 月 20 日（土）～5 月 21 日（日） 

「第 27 回日本臨床工学会」 
 会場 リンクステーションホール青森 

    ホテル青森 

http://convention.jtbcom.co.jp/jace27/ 

****************************************** 

2 月 10 日（金）の理事会で以下の報告、

協議がなされました。 

□報告事項 

 新入会・退会者の報告 

 現在の会員総数 1113 名 

 各委員会平成 29 年度事業計画 

 青森日臨工大会について 

 

□協議事項 

 倫理規定作成について 

 日本臨床工学会 開催プレゼン 

 内部理事兼業について 

 各委員会議事録について 

 支部制について 

 新たな公益法人事業 

道内の各臨床工学技士養成校の成績優秀者に

贈られる北海道臨床工学技士会 会長賞が決定

しました。 
平成 28 年度の受賞者は次の 4 名となりまし

た。 
今後、臨床工学技士としての活躍を大いに期

待しています。 
 

吉田学園医療歯科専門学校 

        田中 智貴

北 海 道 科 学 大 学 

        宮嵜 優馬

北海道ハイテクノロジー専門学校 

        佐藤 史直

札幌医学技術福祉歯科専門学校 

 島田 真美



（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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